
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
三
月
か

ら
県
境
を
越
え
る
移
動
を

自
粛
。
し
か
し
政
府
は
Go

To
ト
ラ
ベ
ル
で
移
動
を
む

し
ろ
推
奨
。
自
粛
も
限
界
。

公
共
交
通
を
避
け
て
人
と

の
接
触
を
最
小
限
に
、
車

で
出
か
け
た
。
宿
泊
は
長

野
の
友
人
宅
。

こ
の
神
社
は
白
馬
村
岩

岳
ス
キ
ー
場
の
近
く
。
切

久
保
と
い
う
集
落
の
中
心
。

ネ
ッ
ト
情
報
に
よ
れ
ば
、

千
国
庄
と
云
う
小
谷
村
周

辺
の
い
く
つ
か
の
荘
園
の

鎮
護
の
神
と
し
て
諏
訪
大

社
か
ら
勧
請
さ
れ
た
そ
う

だ
。
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉

時
代
に
か
け
て
の
創
建
。

こ
の
拝
殿
の
奥
に
こ
け

ら
葺
の
本
殿
が
あ
り
、
覆

屋
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
本
殿
の
棟
札
に
一
六

五
八
年
に
建
て
た
記
録
が

あ
る
そ
う
だ
。

一
三
八
六
年
の
銅
製
鰐

口
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
鰐
口
と
は
神
社
等

で
拝
む
時
、
吊
し
た
綱
で

打
ち
鳴
ら
す
扁
平
な
鈴
。
。
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切
久

保
諏

訪

神
社

拝
殿

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
北
城
切
久
保
大
林

二
〇
二
〇
年
九
月

五
月
に
米
国
ミ
ネ
ソ
タ

州
で
警
官
に
押
さ
え
つ
け

ら
れ
た
黒
人
が
死
亡
。

八
月
、
米
国
ウ
イ
ス
コ

ン
シ
ン
州
で
は
車
に
乗
り

込
む
黒
人
の
服
を
掴
ん
だ

警
官
が
背
後
か
ら
七
発
も

銃
撃
。
抵
抗
な
し
に
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
飲
酒

運
転
で
逮
捕
さ
れ
た(
白

人)

女
性
に
警
官
が
電
話

し
て
良
い
と
云
っ
た
。
女

性
が
躊
躇
し
て
い
る
と
警

官
は｢

我
々
は
黒
人
し
か

殺
さ
な
い
か
ら｣(

Ｂ
Ｂ
Ｃ)

。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
抗
議
行

動
に｢

法
と
秩
序｣

を
叫
ぶ

の
み
。

人
権
は
ど
う
な
っ
て
い

る
ん
だ
と
云
い
た
い
。
が

翻
っ
て
各
国
を
見
る
と
・
・
・

中
国
で
は

中
国
で
は
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
で
教
科
書
を
モ
ン

ゴ
ル
語
か
ら
中
国
語
に
変

え
さ
せ
て
い
る
。
ウ
イ
グ

ル
で
は
ウ
イ
グ
ル
語
で
の

教
育
を
廃
止
。
抵
抗
に
は

｢

再
教
育
施
設
＝
強
制
収

容
所｣

に
閉
じ
込
め
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
で
は

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
土
地

を
奪
っ
て｢

入
植
地｣

に
。

イ
ン
ド
で
は

イ
ン
ド
で
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
の
カ
ー
ス
ト
制
度
の
人

権
侵
害
が
未
だ
に
継
続
。

不
可
触
賤
民
は
カ
ー
ス
ト

最
下
位
の
下
。
村
の
共
同

井
戸
も
使
え
な
い
。

日
本
で
は

先
住
民
ア
イ
ヌ
へ
の
和

人
化
強
制
。
朝
鮮
人
へ
の

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
。
米
軍

人
の
犯
罪
は
特
別
扱
い
。

秋
田
県
民
の
反
対
で
イ
ー

ジ
ス
は
止
め
た
の
に
辺
野

古
は
止
め
な
い
沖
縄
差
別
。

こ
う
し
た
差
別
を
無
く

す
の
が
政
治
の
課
題
だ
。

我々は黒人しか殺さないから･･･と云う警官

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


